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■■  ははじじめめにに

ⅠⅠ　　ＥＥＢＢＰＰＭＭととはは

　近年、ＩＣＴ（情報通信技術）が進展し、公共データのオープンデータ化や膨大で多様なビッグデー

タの活用も進み、ビジネスの分野を中心にデータの利活用が積極的に行われています。

　行政においても、データに裏付けされた政策の立案、客観的な評価の導入が強く求められていま

す。

　「ＥＢＰＭモデル研究事業」は、平成29年度に全国初の統計専門学部として開設された滋賀大学

データサイエンス学部と滋賀県が連携し、データを活用した政策立案の手法やデータ収集・分析等

に関する知識・技術を学びながら、課題解決等を行うことで、ＥＢＰＭの推進を目指すものです。今号

では、事業の概要や、令和元年度に取り組んだ課題等について紹介します。

　　これまでのエピソード・ベース（ＫＫＯ：勘・経験・思い込み）から転換し、エビデンス・ベース（統計

データ等の客観的な証拠）に基づいて政策立案や評価等を進めるもので、行政施策・運営の重要な

概念として高い関心を集めています。

　　政府では、各省庁でのＥＢＰＭの定着等を進めるため、関係閣僚等で構成する統計改革推進会

議を設置し、「限られた資源を有効に活用し、国民により信頼される行政を展開するためには、政策

部門が、統計等を積極的に利用して、証拠に基づく政策立案（ＥＢＰＭ。エビデンス・ベースト・ポリ

シー・メイキング）を推進する必要がある」※とし、「ＥＢＰＭ推進委員会」を通じて、省庁内の実践例か

らＥＢＰＭ推進に向けての検討等を進めています。

※出典：第３回統計改革推進会議「最終とりまとめ」（平成29年（2017年）５月）

ⅡⅡ　　本本県県ののＥＥＢＢＰＰＭＭモモデデルル研研究究事事業業

　本県においては、これまでも施策構築に当たっては、課題や施策の根拠となるデータや情報等を

充実させ、それに基づいて施策を構築するよう留意して取り組んできています。

　しかし、どのようなデータを分析し、課題を抽出し、施策として構築していくのかといったＥＢＰＭの手

法を具体的な政策形成のプロセスとして組み込むまでには至っていません。

　その理由として、ＥＢＰＭの考え方や進め方、課題解決等に向けたデータ収集・分析等の経験やノ

ウハウが職員に乏しいことが一因として考えられます。

　ＥＢＰＭをさらに推進していくためには、その手法を共有することが必要であることから、平成30年度

から「ＥＢＰＭモデル研究事業」を実施して、滋賀大学データサイエンス学部と統計課および課題を

提出した所属とで研究会、ワーキンググループを設置し、ＥＢＰＭの進め方やデータ収集・分析に関

する知識・手法を学びながら、データ分析による課題の解決等を進めてＥＢＰＭの推進・定着を目指

しています。

　平成30年度は、女性活躍推進課から提出があった「滋賀県における女性の年代別労働力率（Ｍ字

カーブ）の落ち込みの要因分析等」をテーマに取り組み、本県における30歳代有配偶女性の労働力

率について分析を行い、その結果を踏まえた新規事業の立案を行いました。また、行政職員を対象

に報告会を開催し、本事業の取組の紹介を通して、ＥＢＰＭの考え方等の周知を行いました。

 令令和和元元年年度度  ＥＥＢＢＰＰＭＭモモデデルル研研究究事事業業    
    滋滋賀賀県県内内水水道道事事業業者者のの事事業業広広域域化化検検討討ににつついいてて                                                                  
                                                                    ＜＜滋滋賀賀県県、、滋滋賀賀大大学学＞＞ 

→ 証拠に基づく政策立案 
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　令和元年度は、市町振興課および生活衛生課から提出があった「滋賀県内水道事業者の事業広

域化検討について」をテーマとし、ＱＣストーリーをベースとした”ＥＢＰＭストーリー”（後述）に沿って

進めることとしました。

　日本の水道事業は、人口減少等により使用水量の減少による料金収入の減少や、水道施設の老

朽化に伴う更新および耐震化のための費用増大、専門技術職員の減少等の課題を抱えています。

（図１）（図２）

　これらの諸問題に対し、国では各都道府県に対して、令和４年度末までに水道事業広域化の検討

を具体化する「水道広域化推進プラン」の策定を求めていることから、本事業において、広域化の可

能性の検討および効果の検証、広域化シミュレーションのフレームワークの確立を目的に、現状分析

や将来見通し、一部モデル地域における試行的な広域化シミュレーション等を行うこととしました。
※水道広域化推進プラン ･･･ 既存の水道事業者の区域を超えた水道事業の多様な広域化を推進するため、広域化の推進方針や

方針に基づく当面の具体的取組の内容を定めるもの

ⅢⅢ　　令令和和元元年年度度モモデデルル研研究究事事業業ににつついいてて

ＥＥＰＰＰＰＭＭのの手手法法

　ＥＢＰＭの手法は、特に決まった手法があるわけではなく、それぞれの問題等に応じた手法を用い

ながら進めていくことになります。

　例えば、前述の平成30年度については、要因分析に重点を置き、データ分析に基づく問題解決プ

ロセスである「ＰＰＤＡＣサイクル」※を用いました。

　令和元年度については、データ分析だけではなく、分析結果に応じた問題解決プロセスについて

重点を置いて進めていくこととし、品質管理（Ｑｕaｌｉｔｙ Ｃｏｎｔｒｏｌ）の分野から生まれた「ＱＣストーリー」

をベースに検討し、”ＥＢＰＭストーリー”を用いました。（図３）

※「ＰＰＤＡＣサイクル」＝Ｐ：Ｐｒｏｂｌｅｍ（問題）、Ｐ：Ｐｌａｎ（計画）、Ｄ：Ｄａｔａ（データ）、Ａ：Ａｎaｌｙｓｉｓ（分析）、Ｃ：Ｃｏｎｃｌｕｓｉｏｎ（結論）

図１ 有収水量および料金収益の実績と見通し 図２ 管路の老朽化率と管路更新率 

図３ ＱＣストーリーと”ＥＢＰＭストーリー”および対応する内容 
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※各水道事業者名は個別情報であるため明示していません（以下、同様の取扱いとします）。
※グラフ上の破線は推計値です。

　ここでは、人口減少期における水道事業についてワーキンググループの出席者でブレインストーミ

ングを行い、ロジックツリーを作成しました。（図４）

②②現現状状をを把把握握すするる

　ここでは、本県の水道事業者の現状と将来の経営状況を把握するため、ロジックツリーの項目に関
係するデータを収集し、現状を把握しました（以下は一例）。（図５）

　以下、”ＥＢＰＭストーリー”に沿って説明します。

①①問問題題をを明明確確ににすするる

図４ 水道事業の課題に係るロジックツリー 

図５ アセットマネジメントデータによる収入および支出の将来見通し 
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現

　

③③目目標標をを設設定定すするる

　現状把握により、ほとんどの水道事業者について、将来的に料金収入が減少する一方、支出は増

加傾向であることが分かったことにより、将来の収支状況を改善し、黒字を維持するための方策を見

つけることを目標として設定しました。

④④デデーータタ分分析析・・考考察察

　収支の要因分析、改善策の検討を行うため、ロジックツリーの各項目についてさらに細かく分析を

行いました。（図６）（図７）（図８）
図６ 収入面の分析 

図７ 支出面の分析 

図８ 技術面の分析 

2015  2020  2025  2030  2035  2040  2045  2050  2055 
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現

　

　④までの分析により、支出面において、特に施設更新等にかかる減価償却費の減少が必要と分

かったことから、施設統廃合の広域化シミュレーション（例示的）を検討しました。（図９）（図10）

⑤⑤政政策策のの形形成成

　続いて、水の融通先や施設の廃止等の方針を決め、施設新設に係る追加費用や廃止施設に係る

費用削減額を試算し、施設の統廃合に係るメリットを算出しました。

　まず、事業者Ａ～Ｄそれぞれの余剰水量が多い施設に着目し、隣接する事業者の保有施設の給

水実績を賄えるようであれば、共同利用による施設の廃止の可否を検討しました。

（単位：㎥／日） 

（単位：千円） 

図９  施設統廃合案の検討（イメージ） 

図10  施設統廃合案に係る事業費増減の試算 
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⑥⑥政政策策のの実実施施、、⑦⑦政政策策のの評評価価

　⑤により検討した広域化シミュレーションを実施し、以下の３パターンで結果を比較しました。

       ●経営統合（施設統廃合を伴わない、経理上の統合）

       ●経営統合・施設統廃合

       ●経営統合・施設統廃合および補助金活用

  まず、財政基盤の健全性を見るため、経常収支比率　を比較したところ、経営統合および施設統廃

合を実施し補助金を活用するケースが、最も長期間黒字を維持できることが示されました。

　また、広域化シミュレーションによる支出面での変化を見るため、支出の指標の一つである給水

原価※に着目しました。給水原価は、経営統合のみに比べて、施設統廃合も実施する場合は3.8％

減少、さらに補助金※も活用すれば6.8％減少することが示されました。

※ 経常収支比率 

 当該年度において、給水収益や一般会計からの繰入金等の収益で維持管理費や支払利息等の費用をどの程度

賄えているかを表す指標（経常収益／経常費用×100 100を上回れば黒字、100を下回れば赤字を表す。） 

※ 

※シミュレーションモデルの簡略化のため期間中の料金改定は実施しないものとしています。 

図11 給水原価の変化 

 

※ 補助金 

 水道事業運営基盤強化推進等事業

（生活基盤耐震化等交付金）による

国庫補助金。 

 ３団体以上が経営統合等を行う場

合、広域化に必要な施設更新経費等

について1/3補助される。 

※ 給水原価 

 水を１㎥生産するのに必要な経費 
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⑧⑧成成果果をを次次のの政政策策へへ

　

　

　

事事業業報報告告会会のの開開催催

　

　
現

　

　令和元年度の本事業の取組について、令和２年７月22日（水）に、県庁で行政職員向けの報告会

を開催し、滋賀大学の中川助教らが、ＥＢＰＭや分析結果等について説明を行い、約80名の職員が

出席しました。

　なお、今年度は、本事業の報告を行うとともに、データの利活用について広く周知を図るため、先

般の新型コロナウイルスに関連し、県の新型コロナウイルス対策班 情報・疫学統計チームが行った

県内の感染状況の分析や、情報政策課が行ったビッグデータを用いた動向分析についても報告を

行いました。（図12）（図13）（図14）

　最後に、得られた知見の整理を行い、今後を展望しました。

　本事業による成果

　・本県の水道事業については、将来的に収入減、支出増となることが客観的データによって明らか

になった。

　・広域化シミュレーションにより、施設統廃合等により黒字期間を延長できることが分かった。

　次の政策へ

　・ＥＢＰＭでの知見や経験を各水道事業者と共有しつつ、今回大きなコストメリットが出る可能性を示

唆した施設統廃合を含めた多様な形態の広域化シミュレーションを実施し、令和4年度までに「水道

広域化推進プラン」を策定する。

図12 報告会の様子 
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出席者へのアンケートでは、「いろんなデータの存在を知ることができた。データが有効に利用されて

いる例を知ることができた。」「統計を用いて施策に生かす考え方が参考になった。」「ビッグデータ活

用について検討するにあたり、参考になった。」「これからこうした報告会を開催し、職員の政策形成

能力の向上を図ってほしい。」等の感想がありました。

図13 新型コロナウィルス対策班 情報・疫学統計チームによる報告（抜粋） 

図14 情報政策課による報告（抜粋） 

8

－ 8 － － 9 －

令和２年 (2020年) ９ 月 統 計 だ よ り 第794号 令和２年 (2020年) ９月統 計 だ よ り第794号



－ 9 －

令和２年 (2020年) ９ 月 統 計 だ よ り 第794号 令和２年 (2020年) ９月統 計 だ よ り第794号



－ 10 － － 11 －

令和２年 (2020年) ９ 月 統 計 だ よ り 第794号 令和２年 (2020年) ９月統 計 だ よ り第794号



－ 11 －

令和２年 (2020年) ９ 月 統 計 だ よ り 第794号 令和２年 (2020年) ９月統 計 だ よ り第794号



－ 12 － － 13 －

令和２年 (2020年) ９ 月 統 計 だ よ り 第794号 令和２年 (2020年) ９月統 計 だ よ り第794号



－ 13 －

令和２年 (2020年) ９ 月 統 計 だ よ り 第794号 令和２年 (2020年) ９月統 計 だ よ り第794号



－ 14 － － 15 －

令和２年 (2020年) ９ 月 統 計 だ よ り 第794号 令和２年 (2020年) ９月統 計 だ よ り第794号



－ 15 －

令和２年 (2020年) ９ 月 統 計 だ よ り 第794号 令和２年 (2020年) ９月統 計 だ よ り第794号



－ 16 － － 17 －

令和２年 (2020年) ９ 月 統 計 だ よ り 第794号 令和２年 (2020年) ９月統 計 だ よ り第794号



－ 17 －

令和２年 (2020年) ９ 月 統 計 だ よ り 第794号 令和２年 (2020年) ９月統 計 だ よ り第794号



－ 18 － － 19 －

令和２年 (2020年) ９ 月 統 計 だ よ り 第794号 令和２年 (2020年) ９月統 計 だ よ り第794号



－ 19 －

令和２年 (2020年) ９ 月 統 計 だ よ り 第794号 令和２年 (2020年) ９月統 計 だ よ り第794号



－ 20 － － 21 －

令和２年 (2020年) ９ 月 統 計 だ よ り 第794号 令和２年 (2020年) ９月統 計 だ よ り第794号



－ 21 －

令和２年 (2020年) ９ 月 統 計 だ よ り 第794号 令和２年 (2020年) ９月統 計 だ よ り第794号



統
計
だ
よ
り

No.794

令
和
　年
　月
（
毎
月
　回
発
行
）

編
集
・
滋
賀
県
総
合
企
画
部
統
計
課

2

9

1

S
T
A
T
IS

T
IC

A
L
 IN

F
O
R
M
A
T
IO

N

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


